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県労連賃金確定闘争を再開
過重労働対策で人員配置を確認

労使での定期的検証を強く求める

人勧の完全実施を！神奈川らしい扶養手当の配分を！非常勤職員の療養休暇の有給化を！

昨年11月15日の県労連幹事団交渉で、「財政上の見通しがつかない」ことを理由に越年交渉となった2016賃金確定闘争が、1月17日に再開されました。（当局回答と県労連の主張は3頁）
労務担当局長は今回も、月例給・一時金、地域手当の引上げについては明言せず、扶養手当について子育て支援の観点から「子に係る支給で２人目、３人目以降で加算したい。」と追加提案がありました。
当局回答に対し幹事団から、人事委員会勧告の完全実施、総労働時間の短縮、扶養手当の見直し、調整額の特殊勤務手当化、臨任・非常勤職員の療養休暇などについて多くの意見が出されました。

最後に芹沢議長は、「勧告の実施は20日の早い段階で明言してほしい。時短の対策が示されたが、それをどう実行していくのかが重要である。現場からは本当に時短が進むのか、懸念する声が多く上がった。今回の取組みは、社会的にもこれまでの状況と異なることを全員が認識しなければならない。」とまとめ、この日の交渉を終えました。
1月20日に最終の幹事団交渉を行いますが、自治労県職労は県労連に結集し、職員の生活を守るため、勧告の完全実施と総労働時間短縮の実効性を求めるとともに、諸要求の前進に向けて、全力で確定闘争に臨んでいきます。
同じ失敗を繰り返してはならない

総労働時間短縮については、パソコンのログを活用し、労働実態を把握しながら、「3つの基本取組みの徹底」として、①21時以降の残業禁止、②ノー残業デーの遵守、③残業の事前命令の徹底が示されました。
また、「財政・人事・議会をはじめとする内部調整事務の見直し」や「各局・各所属の取組み状況の発信、共有、実践、検証」などの対策について説明がありました。
しかし、当局が提案している「3つの基本取組みの徹底」は形骸化し、今まで失敗に終わっている対策ばかりです。なぜ徹底できなかったのか、原因を追求し、検証しなければ、また同じ失敗を繰り返すだけになってしまいます。

今回は労務担当局長から、「定数管理とは別の人員増も検討する」旨の回答もありました。総労働時間の短縮、長時間労働の解消が重要な課題であることの認識は労使ともに一致しています。長時間労働の実態把握と原因の追求、業務の見直しは当然ですが、必要なところには人員の配置も考えなければなりません。そのために、労使間の定期的な検証の場を設けるよう、引き続き強く求めていきます。
月例給・一時金・地域手当の引上げを！

人事委員会勧告制度は、公務員の労働基本権制約の代償措置ですから、財政状況にかかわらず、当然実施されなければいけないものです。

また、地域手当の引上げは、すでに導入されている「給与制度の総合的見直し」と一体のものであり、財政状況を実施できない理由にすべきではありません。
人事委員会勧告の完全実施を強く求めていきます。
配偶者に係る扶養手当について、県の手当額は国を上回っています。これはこの間の交渉で積み上げてきたものであり、これまでの交渉経過を考慮すべきです。特に、手当額が現行より下がる人への影響は考えなければなりません。
子育て支援の観点も含め、神奈川の実態に即した扶養手当の配分を求めます。
非常勤職員にも療養休暇（有給）を！
前期の交渉では、臨任職員の療養休暇について、10日間の無給休暇のうち3日間を有給とすることができました。同じ職場で働く仲間が、病気になっても安心して休むことができるよう、非常勤職員の療養休暇の有給化に向けて粘り強く取組みを進めます。
	
	当局回答
	県労連の主張

	基本賃金、一時金、
諸手当等
	○税収は引き続き予断を許さない状況。
○歳出は医療・介護、オリンピック・パラリンピック、公共施設の更新に対応する必要がある。歳入は地方交付税や臨時財政対策債などで減になりそうである。
○県人事委員会勧告の実施に向け最大限努力することに変わりはない。
○20日の午前中に目途はつくと考えている。
月例給・一時金、地域手当などの引上げ勧告について

示されず。
	○3年連続のプラス勧告に対する組合員の期待は大きい。
○モチベーション維持のためにも勧告の実施を。
○基本賃金の引上げは今日の段階で明言すべき。

《人事委員会勧告内容》
①月例給　公民較差0.20％（784円）
（給料表の引上げ　200～1,300円、地域手当
11.5％→11.6％）
　②一時金（期末・勤勉手当）
勤勉手当0.10月増　4.20月→4.30月
　③地域手当の支給割合を0.2%引上げ　11.6％→11.8％
　※①②は2016年4月に遡及。③は2017年4月実施


	総労働時間の短縮
	○知事部局における取組み
幹部が4回にわたり議論。「やらされ感」のない取組みにすることやタイムマネジメントの管理を行うこととする。
（１）3つの基本取組みの徹底
　①21時以降の残業禁止

②ノー残業デーの遵守
③残業の事前命令を徹底
※職員まかせにしない。職員を孤立化させない。朝夕のミーティングを行い、協力しあう体制づくり。PCログイン、ログオフ時間情報（在庁時間情報）を活用し、業務分担に偏りがないよう、協力体制の構築や業務分担の見直し。
（２）内部調整・調査の見直し
※ヒアリングは17時まで。急ぎの照会は前日の午前中にする。定数管理とは別の人員増も検討。
（３）各局、各所属の取組みの発信、共有、実践、検証
※時間外短縮に向け、PDCAサイクルを着実に回す。年度内に局長会議を行う。月80時間超残業を解消する。
	○当局が提案している「3つの基本取組み」は、今まで全部失敗している。なぜ徹底できなかったのかをきちんと検証しなければ、成果は上がらない。人員が不足している所属には、必要な人員配置を。
○時短の取組みは始まったばかりだが、すでに守られていない所属もある。本庁においては、21時以降電気がついている所属がいくつもある。ノー残業デーの徹底は今年になって1日だけで終わっている。
○電通問題で指摘されている点と同様のことが県庁でも起こっている。今やらなければもうチャンスはない。真剣に考えてもらいたい。
○21時以降は残業できないから、県庁付近のファミリーレストランで仕事をしている職員もいる。また、早朝や土・日に出て仕事をする職員が増えている。何も変わっていない。朝8時30分前に出勤して行う業務も残業。
○限られた時間内でどうやるか、仕事のやり方を見直さなければならない。特に、全庁的に影響が出る財政課等の意識改革を。
○時短の検証は当局だけでなく、組合と一緒に行うべき。

	扶養手当の見直し
	○神奈川らしさの実現と子育て支援のため、子に係る扶養手当について、２人目、３人目を手厚くする措置をとる。子の人数による加算は児童手当や保育料などにもみられる措置である。
○配偶者に係る扶養手当を7,000円以上に引き上げる場合、子以外の扶養親族を6,500円に引き下げなければならない。
	（配偶者に係る扶養手当について）
○県の手当額は国を上回っている。これはこの間の交渉で積み上げてきたもの。これまでの交渉経過を考慮すること。
〇手当額が現行より下がる人への影響を考えるべき。
〇配偶者に係る扶養手当は3割の職員に支給されている。激変緩和措置が必要だ。
〇国の見直し方法に準じれば、現行14,800円の半額である7,400円にするという考えもあるのではないか。

	調整額の
特殊勤務
手当化
	○退職手当は減額となるが、年収ベースでは現行の支給水準を上回る月額設定とする。
○月額特殊勤務化する際の端数処理について、50円未満切上げから100円未満を切上げとする。
○江ノ島丸の日額算出で除数は3か年の平均航海日数とする。
○今回の支給方法見直しにより生み出した原資については、福祉分野等の県行政の充実に充てたい。
	○特殊勤務手当化にあたっては、年収ベースを上回るべき。特殊勤務手当の単価設定は100円未満切上げとすべき。
〇航海業務に対する手当の考え方は同一でなく、各業務の実態に合わせるべき。

〇今回の見直しによる政策転換の効果については、引き続き確認していくべき。

	不妊治療の休暇制度化
	○不妊治療は療養休暇や年休で対応可能。新設は難しい。
	○不妊治療（医師への相談や診断も含む）を受けるための特別休暇の新設を求める。少子化対策の視点からも重要。

	臨時・非常勤職員の療養休暇
	○非常勤職員の有給化は「悩ましい」課題である。
	○均等待遇の視点から、非常勤職員の療養休暇を無給から有給に改善すべき。
○インフルエンザに感染することを考慮し、臨任職員の療養休暇（有給3日）を拡大すべき。

	育児休業法の改正
	○特別養子縁組の監護期間中の子など（法律上の親子関係に準じる親子関係）も育児休暇、忌引休暇、子の看護休暇などの対象とする。（国の制度改正に伴うもの）
	

	配偶者同行休業制度
	○国の改正に伴う内容を次回交渉で提案したい。
	

	育児休業等の処遇改善
	○子育ての観点から検討したい。
○退職手当の除算率は国を超える措置であり、さらなるものは難しい。
	○育児休業等を取得した際の円滑な職場復帰に向けた取組みに対する処遇の改善で、退職手当や一時金の算定の改善などがされるべき。
○除算の率を見直すべき。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































